
 

令和元年度がん教育研修会・シンポジウム開催要項 
 

１ 目 的 

  平成 28 年 12 月に改正されたがん対策基本法において、「がんに関する教育の推進のために必

要な施策を講ずる」旨の文言が新たに記載されたことを受け、第 3期がん対策推進基本計画（平

成 29年度～令和 4年度）では、「国は、全国での実施状況を把握した上で、地域の実情に応じて、

外部講師の活用体制を整備し、がん教育の充実に努める。」ことが示された。 

  平成 29年 3月に公示された新中学校学習指導要領及び平成 30年度 3月に公示された新高等学

校学習指導要領において、新たにがん教育についても取り扱うことが明記された。 

  文部科学省では、平成 26 年度から「がん教育総合支援事業」を行い、各都道府県等における

がん教育に関する協議会や研修会の実施、モデル校における研究など、地域の実情に応じたがん

教育を支援するとともに、がん教育の教材や外部講師の活用に関するガイドラインを作成し、が

ん教育を推進してきたところである。 

  さらに、全国でのがん教育の実施状況調査の実施（平成 29 年度～）や、文部科学省主催のが

ん教育研修会及びがん教育シンポジウムの開催（平成 30年度～）、都道府県等の外部講師活用体

制を整備する取組を支援するなど、がん教育の一層の推進に向けて取り組んでいるところである。 

  本研修会は、がん教育を実施する上での留意事項及び効果的な進め方等の講義、実践者による

発表、質疑や協議を通して、教職員及び外部講師等の理解を深め、がん教育の充実に資すること

を目的に実施する。 

  シンポジウムでは、がん教育についての講義及び「がん教育総合支援事業」委託先自治体によ

る成果報告を含めたシンポジウムを通じて、教職員及び外部講師等の理解を深め、がん教育の充

実に資することを目的に実施する。 

 

２ 期日及び会場 

 期 日 会 場 

令和 2年 1月 28日（火） 

①研修会（外部講師等向け） 

9:45～12:00 

②シンポジウム 

13:30～16:40 

開催場所：独立行政法人国立青少年教育振興機構 

     国立オリンピック記念青少年総合センター 

     （カルチャー棟 大ホール） 

（※定員は 500人程度を予定しています。） 

 

３ 主 催 

文部科学省 

 

４ 協 力 

  公益社団法人 日本医師会 

  公益財団法人 日本対がん協会 



５ 対 象 

  (1) 都道府県・指定都市・市区町村教育委員会の指導主事等 

(2) 国公私立学校の校長、副校長、教頭、保健体育教諭、その他の教職員等 

(3) 外部講師によるがん教育に関心のある方（医師やがん経験者等） 

   ※いずれの対象者も①研修会（外部講師等向け）②シンポジウムの両方に参加できます。 

   ※どちらか一方の参加も可能です。 

 

６ 日程及び内容 

①外部講師等向け研修会 

9:15  9:45    9:50        10:35   10:45       11:35       11:55  12:00 

 受付 
開会 

(5) 

講義 

(45) 

休憩 

(10) 

実践発表 

(50) 

質疑・協議 

(20) 

閉会 

(5) 
 

(1) 講義「外部講師によるがん教育に期待されること（仮）」（45分） 

          文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課健康教育調査官 横嶋 剛 

(2) 実践発表（50分） 

・医療従事者  上田 弘樹（公立大学法人和歌山県立医科大学病院教授） 

・がん経験者  長谷川 一男（一般社団法人神奈川県がん患者団体連合会事務局長） 

(3) 質疑・協議（20分） 

②シンポジウム 

13:00  13:30  13:40     14:30   14:45                         16:35  16:40 

 受付 
開会 

(10) 

講義 

(50) 

休憩 

(15) 

シンポジウム（実践発表含） 

(110) 

閉会 

(5) 
 

  (1) 講義「がん教育の実践について（仮）」 （50分） 

          文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課健康教育調査官 横嶋 剛 

(2) シンポジウム（成果報告を含む） （110分） 

  テーマ「がん教育のさらなる充実に向けて～実践を踏まえて～（仮）」 

   コーディネーター：野津 有司（筑波大学教授・筑波大学附属中学校長） 

   シ ン ポ ジ ス ト：○中学校での実践について 

            ○高等学校での実践について 

            ○外部講師の活用体制について 

 

 

 

 

 

 

 



７ 参加申込  

参加者本人が直接下記へ申込みください。 

(1) 申込期限（期限日以降の申込みは受け付けません。） 

    令和 2年 1月 15日（水）  

  (2) 申込方法（文部科学省ＨＰの参加申込フォームでの申込みのみ受け付けます。） 

    がん教育研修会・シンポジウム参加申込フォームから申込みください。 

（https://pf.mext.go.jp/admission/form3120-3.html） 

(3) 入力項目（入力例） 

・氏名 

・職業等 

（医師、看護師、がん経験者、団体職員、無職、指導主事、校長、教諭、養護教諭など） 

・所属等 

（○○病院、○○の会、なし、○○市立○○中学校、○○県教育委員会など） 

・がん教育の実践経験の有無及び年数 

（なし、あり／2年など） 

・お住まいの都道府県 

・電話番号 

・メールアドレス 

※連絡が必要な場合のみ使用します。申込完了メールは、送りません。 

・参加区分 いずれかを選択 

①②両方／①研修会（外部講師等向け）のみ／②シンポジウムのみ 

  (4) その他 

    ・事前の申込みがない方は、参加できませんので、必ず期限までに申込みください。 

    ・申込者数が会場定員を超え、調整の必要がある場合は、受付締切後に連絡いたします。 

    ・申込完了メールによるお知らせは行っておりません。 

 

８ 問合せ先 

  文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課がん教育推進係 

  〒100-8959 東京都千代田区霞が関三丁目２番２号 

  電話：03（5253）4111 （内線 2931） 

  メールアドレス：kenshoku@mext.go.jp 
 

９ その他 

  (1) 宿泊先については、主催者で取り扱いませんので、各自で確保してください。 

(2) 車での来場はご遠慮ください。 

(3) 昼食は、各自でご対応ください。 
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